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熊本地震の後も続く「土砂災害の恐れ」に
住民はどう備えればいいのか？
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先端的研究施設利活用センターについて

先端的研究施設利活用センター準備室

基盤的研究開発センターの一類型である性能検証センターとして、防災科学技術研究所
が有する知財としての「先端的研究施設」である大型降雨実験施設、大型耐震実験施設、
雪氷防災実験施設及び実大三次元震動破壊実験施設を利活用した性能認証を行い、産
業界のニーズに応えた社会実装を目指す。

大型耐震実験施設実大三次元振動破壊実験施設 大型降雨実験施設 雪氷防災実験施設

①リアルスケールの大型実験
②リアルな極端な条件の再現
③新技術の性能検証，標準化
④産官学の連携拠点→社会実装へ
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気象災害軽減イノベーションセンター



国立研究開発法人防災科学技術研究所

気象災害軽減イノベーションセンター
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5/19 毎日新聞
5/25 日刊工業新聞

5/1 日刊工業新聞
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１．土砂災害について
２．熊本地震後も続く土砂災害
３．「土砂災害の恐れ」を見える化しよう
４．まとめ
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土砂災害警戒区域

疑問！
・全て同じように危険か？
・ほかの場所は安全なのか？

全ての斜面の危険度が同じか？
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土砂災害警戒情報

自分の判断で避難する！
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斜面傾斜：３０度
高さ：５m
幅：４m
厚さ：１m
砂質土

がけ崩れの前兆現象を見つけよう

時間雨量100mmの雨が２時間以上降り続いています。
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土砂災害をどうやって予測するか

表層のふかふか土に水がたまりやすい

表層土に貯まった水の水位

斜面の中を見てみると
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水がでる
1～2m

土砂災害の前兆現象
段差

前兆をどうやって知ればいいのか？
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•位置（場所）・・「どこで？」 規模（どのくらい？）
-土砂災害警戒区域
地形と住居の存在により指定

•時間・・・・・・・「いつ？」
-土砂災害警戒情報，特別警戒情報等
降雨量により決定

ある特定の斜面の危険を示すものではない！

土砂災害に関する警戒情報
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発生直後：情報の集約、一元化

情報は、時間を追って変化する
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復興に向けて：きめ細やかな防災情報とその活用

空間： 広 → 狭

時： 長 → 短

人： 多 → 個

①起こりうる現象の災害リスクの客観的な評価

②地域に合ったリアルタイム防災情報の提供と理解

③住民にリスクを納得して行動してもらう

リアルタイム防災情報

社会機能の回復程度

＋

①安全：
大地震後の降雨による土砂災害にどう備えるか

③安心：
ここに住み続けられるのか？

②リスクコミュニケーション

客観的

主観的

住民が必要とする防災情報が変化



国立研究開発法人防災科学技術研究所

地震動や地殻変動に伴う地盤や斜面の変形
→ 地震後も潜在的に危険な箇所が多数見つかる

③亀裂の入った斜面の地盤調査及びモニタリング
②レーザープロファイラーによる亀裂の
サイズ及び分布域の定量的評価

①SAR解析による広域的な地盤変動の把握

西原村大峰山

大峯山

地震により現れた断層崖

西原村・阿蘇地域

熊本地震における被災地域の地形・地盤情報の調査

17

4月計測

8月計測
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土砂災害分布図
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地震前オルソ（立野地区）
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地震後オルソ（立野地区、平成28年4月）
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地震後豪雨オルソ（立野地区、平成28年8月）
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国交省の土砂災害緊急点検結果

平成26年熊本地震における土砂災害
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斜面モニタリングシステム（雨量と地盤変動，9箇所）

：雨量計測箇所
：センサー設置位置

①南阿蘇村東下田川

②西原村大峯山

③南阿蘇村南郷谷

④南阿蘇村芝原川１

⑤南阿蘇村垂玉川１

⑥南阿蘇村山王谷川１

⑦南阿蘇村濁川

⑧阿蘇市四ッ江川

⑨阿蘇市一里山川

斜面変動検知用センサー
９危険箇所ー９０点の傾斜計を設置
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阿蘇市四ッ江

土石流危険渓流の例
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崩壊後に残った土砂（土石流危険渓流）
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震度７の地域（西原村大峯山），山中に亀裂が確認される。

山中に現れた地表地震断層

山中に連続的な亀裂が発生
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山中に現れた地表地震断層
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住民の声：
ここに住み続けられるのか

大地震後の降雨による土砂災害にどう備えるか
・必要な防災情報を必要な人へ必要な時に提供するには？
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雨量計

基地局

崩壊検知センサー№1

崩壊検知センサー№2

崩壊検知センサー№3

崩壊検知センサー№4

崩壊検知センサー№5

崩壊検知センサー№6

崩壊検知センサー№7

崩壊検知センサー№8

崩壊検知センサー№9

崩壊検知センサー№10

崩壊検知

受信装置

（記録部）

（制御装置）

商用電源

AC100V

NetMail-1

(メール・データ

送信装置）

警報装置

（AL-TypeA）

NetLG-201

(雨量ロガー）

雨量計

（RS-2）

赤色回転灯

赤色回転灯

データセンター

携帯電話

PC

インターネット

au通信

無線通信

※1日1回

稼動確認

警報メール
(崩壊検知）

小型赤色回転灯

BOX1 BOX2 BOX4

BOX3

ブレーカーBOX

モニタリングシステム概要

雨量計

基地局
住民

センサー

基岩

亀裂

道路

Sensor #01

Sensor #02

Sensor #03

Sensor #04

Sensor #05

Sensor #06

Sensor #07

Sensor #08

Sensor #09

Sensor #10
AC supply

基地局

Cloud 県，市町村，住民無線通信
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斜面モニタリングシステム（雨量と地盤変動，9箇所）

：雨量計測箇所
：センサー設置位置

①南阿蘇村東下田川

②西原村大峯山

③南阿蘇村南郷谷

④南阿蘇村芝原川１

⑤南阿蘇村垂玉川１

⑥南阿蘇村山王谷川１

⑦南阿蘇村濁川

⑧阿蘇市四ッ江川

⑨阿蘇市一里山川
背景図変更タブ

斜面変動検知用センサー
９危険箇所ー９０点の傾斜計を設置
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①南阿蘇村東下田川

雨量

変動

：雨量計測箇所
：センサー設置位置



国立研究開発法人防災科学技術研究所

東下田川での観測事例

33

台風１６号時の状況

エーシーエス株式会社提供
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○台風12号（9/5 午前1時 長崎県長崎市付近上陸）の実施内容
・台風12号の接近に伴い、雨量計・センサーが計測する変化を地図に重ね合わせた情報を県に提供
防災科研職員も現地入りし、モニターの見方等についてフォロー。
・県の砂防課を通じて、避難勧告等を発令していた南阿蘇村・阿蘇市・西原村にも情報提供。
・南阿蘇村から「リアルタイムデータが避難情報発令時に必要」との意見があり。
・熊本県に大きな被害はなく、センサー等が異常値を検出することはなかった。

○台風16号（9/20 0時過ぎ 鹿児島県大隅半島に上陸）の実施内容
・防災科研職員も現地入りし、モニターの見方等についてフォロー。
・県の砂防課を通じて、避難勧告等を発令していた南阿蘇村・西原村、その他、阿蘇市にも情報提供。
・西原村から、「リアルタイムデータを活用すると住民に安心いただけると思う」とのご意見があった。
・熊本県に大きな被害はなく、センサー等が異常値を検出することはなかった。

○台風18号（10/5 福岡の北を通過）の実施内容
・防災科研職員も現地入りし、モニターの見方等についてフォロー。
・県の砂防課を通じて、南阿蘇村・阿蘇市・西原村にも情報提供。
・熊本県に大きな被害はなく、センサー等が異常値を検出することはなかった。

センサー設置斜面（東下田川）白川の増水状況 避難所になっている白水体育館
9/4 17時 24名の避難者あり

（南阿蘇村）

普段は水が全く流れていない
センサー設置河川（南郷川）

防災科研職員による台風時現地調査
センサー設置斜面 センサー設置位置

熊本県における台風に対する防災科研の対応
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地震により現れた断層崖

斜面モニタリング状況

35

→ SAR解析、レーザープロファイラーデータ、地盤調査（ボーリング・弾性波探査）の結果をウェブ上で可
視化するとともに、地上観測によるリアルタイム情報を組み合わせて表示することで、気象条件等で
時々刻々と変化する災害危険度を、総合評価情報として提供していく

傾斜計センサーで観測された地表面変状のリアルタイムデータ一覧
（※センサー転倒を検知すると赤色表示に変わる）

現地降水量のリアルタイムデータ一覧
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斜面モニタリングシステム（雨量と地盤変動，9箇所）

：雨量計測箇所
：センサー設置位置

①南阿蘇村東下田川

②西原村大峯山

③南阿蘇村南郷谷

④南阿蘇村芝原川１

⑤南阿蘇村垂玉川１

⑥南阿蘇村山王谷川１

⑦南阿蘇村濁川

⑧阿蘇市四ッ江川

⑨阿蘇市一里山川
背景図変更タブ

斜面変動検知用センサー
９危険箇所ー９０点の傾斜計を設置

課題
・費用
・設置し易さ
・多数点計測
・ビッグデータ処理
・危険度の見える化
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１．土砂災害について
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３．「土砂災害の恐れ」を見える化しよう
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復興に向けて：きめ細やかな防災情報とその活用

空間： 広 → 狭

時： 長 → 短

人： 多 → 個

①起こりうる現象の災害リスクの客観的な評価

②地域に合ったリアルタイム防災情報の提供と理解

③住民にリスクを納得して行動してもらう

リアルタイム防災情報

社会機能の回復程度

＋

①安全：
大地震後の降雨による土砂災害にどう備えるか

③安心：
ここに住み続けられるのか？

②リスクコミュニケーション

客観的

主観的

住民が必要とする防災情報が変化
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実践研究

センサーで判定したい状態

・浸透過程

・地下水上昇過程

・変形加速過程

・崩壊へ

センサーで計ってる変化は，
何かを知ることが重要。

降雨時に何が起こっているか？

不安定化メカニズムを知ることが重要
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大型降雨実験施設を用いた産学官連携研究

自動車

人間行動

盛土構造物対策

オープンイノベーション

異分野融合（ＩＣＴ＋防災）

実践実験研究拠点

住民と一緒に
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センシングシステム開発における性能検証と社会実装の推進

熊本でのセンシングシステム実証実験
加速度センサー等、Bluetooth・３G、クラウド
産官学連携で実施

GW cloud
加速度センサー

杭
無線 ３G

「大型降雨実験施設」での性能検証実験
IoTの社会実装に向けた豪雨環境下での通信減衰テスト
産官学連携

無線 有線
子機 親機

PC

低消費電力化，無線通信の長距離化，
Ai処理などに取り組む

豪雨時のセンシングシステムの性能検証に取り組む

75m
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ご静聴頂きありがとうございました。
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